
第１章 数と式 １・整式

８ １ 整式とその加減（その３）

（１／３）■ 整式の加法・減法③ ■

整式の加法・減法混合算②－等式変形の利用－

◇《整式の加法・減法混合算－等式変形の利用》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

Ａ＝χ２－２χ－４，Ｂ＝ χ２＋χ＋３のとき

２Ａ＋３Ｘ＝２Ｂ＋１

を満たす整式Ｘを求めなさい。

【考え方】最初に，与式をＸについて解き，その式のＡ，Ｂに整式を代入します。

［答 案］

２Ａ＋３Ｘ＝２Ｂ＋１

３Ｘ＝－２Ａ＋２Ｂ＋１

よって，

答 Ｘ＝［ ］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 数と式 １・整式

８ １ 整式とその加減（その３）

（２／３）■ 整式の加法・減法③ ■

◇《整式の加法・減法混合算－等式変形の利用》 学力化 · ／ ，

★演習★【２】

３χ２－ χｙ＋２ｙ２に整式Ｂを加え，２で割ると，２χ２－χｙ＋３ｙ２になる。

整式Ｂを求めなさい。

【考え方】最初に，整式Ｂをふくむ等式をつくり，その後その等式をＢについて解く。

［答 案］

＊等式

＊これをＢについて解く

答 Ｂ＝［ ］

◇《整式の加法・減法混合算－等式変形の利用》 学力化 · ／ ，

★演習★【３】

ａ２＋３ａｂ＋２ｂ２から整式Ｃの３倍をひくと，７ａ２＋ ｂ２になる。整式Ｃを求めな

さい。

［答 案］

＊等式

＊これをＣについて解く

答 Ｃ＝［ ］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



第１章 数と式 １・整式

８ １ 整式とその加減（その３）

（３／３）■ 整式の加法・減法③ ■

◇《整式の加法・減法混合算－等式変形の利用》 学力化 · ／ ，

★演習★【４】

Ｄ＋Ｅ＝χ２－χｙ＋ｙ２，Ｄ－Ｅ＝３χ２＋ χｙ＋ｙ２ となる。ＤとＥを求めなさい。

【考え方】ＤとＥの連立方程式をつくり，まずＤを求めます。

その後，それを上のどちらかの式に代入してＥを求めます。

［答 案］

＊ＤとＥの連立方程式を解く

＋）

③を①へ代入して

答 Ｄ＝［ ］

Ｅ＝［ ］

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




